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１．課題の名称等 

研 究 開 発課 題 名 ： ポータブル電子舌センサと AI 技術を活用した溶液情報の DX 化 

研 究 責 任 者 ： 大曲 新矢（産業技術総合研究所） 

 

２．研究開発の目的 

本研究では、高感度電気化学センサおよび機械学習を併用した新たなシステムを構築し、1 分・1 滴

で種々の溶液情報を評価するポータブル型の「電子舌」を開発する。物質中で最高の電位窓を有する

ダイヤモンドを作用極に採用し、大型熱フィラメント CVD 技術により低価格センサを実現する。溶液の

状態を簡易的かつ瞬時に評価できるようになれば、食品／飲料（発酵、品質管理、酒類の真贋判定）、

ライフサイエンス（ウイルス検知、尿・血液診断）、地質／環境（河川の水質、土壌養分）等への応用が

期待される。ばらまき型センサの普及により、食品産業・酒類製造領域の DX 化やヘルスケア、多地点

同時センシング分野への展開を図る。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

各種溶液の異常判別、特徴分類に強みを持つ電子舌センサの開発において、高感度、ワイドレンジ

計測可能なダイヤモンド電極を採用し、1 分・1 滴で測定が可能な計測システムを構築した。具体的に

は高濃度ホウ素ドープダイヤモンド薄膜の大面積成膜（センサ低コスト化）、チップダイシング技術の開

発、可搬型の電気化学計測モジュールの開発、機械学習を併用した溶液判別アルゴリズムの構築を

実施した。特筆すべき成果として、大型熱フィラメント CVD ダイヤモンド成膜技術により 1 チップ 100 円

以下の低コスト化を実現したこと、電子舌の性能を評価する PoC(50 種類の赤ワインから 1 種類を選

び出す真贋判定プログラム)において、ニューラルネットワークの併用により正答率 97%を達成したこと

が挙げられる。 

 

3-2. 今後の展開 

想定されるエンドユーザ 50 社以上にヒアリングを実施し、その応用の可能性について議論を重ねて

きた。システムの一部は関連企業に技術移転し、試験的に販売を開始している。今後は本技術を更に

発展させるべく、センサの量産化、電子舌スペクトルの安定性向上に取り組んでいく予定である。 


